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研究成果の概要（和文）：本研究は、インタラクティブアートにおける、鑑賞者と作品、その相互の変化の関係
を、時間軸を持った3Dデータとして記録する装置を開発し、取得したデータの活用まで含めたアーカイブ手法の
開発を目指すものである。
研究は、鑑賞行為記録装置（鑑賞者ボーン撮影システム）の開発、作品3Dスキャニング装置の開発(TimeBased3D
 Recording System)、3Dスキャンデータの閲覧手法の開発（TimeBased3D Viewer、及び、TimeBased Viewer）の
3つの方向性から行われ、それぞれについて撮影実験を行いながら開発を進めるとともに、その有効性について
の検討を行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, we developed a series of device systems for recording 
changes in interactions between audience and interactive art pieces themselves as 3D data following 
temporal axis. Also, at the same time, we aimed to develop an archive method which uses data 
obtained from the device systems.
This research was implemented from the following three directions: Development of the recording 
system for audiences’ behavior (TimeBased Bone Recording system), Development of the 3D scanning 
system for capturing movement of art pieces (TimeBased 3D Recording System), and Development of 3D 
scanned data visualization methods for utilizing it (TimeBased 3D viewer and TimeBased viewer). In 
the developing process, we had some test-scan sessions for each system to verify the validity of the
 systems.

研究分野： インタラクションデザイン

キーワード： インタラクション　デジタルアーカイブ　3Dスキャニング　インタラクティブアート　メディア・アー
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１．研究開始当初の背景 
これまで、インタラクティブアートのアーカ
イブは、作品展示ドキュメント、関わる人物
のインタビューや関連シンポジウムなど、作
品に関連した資料を包括的に収集と、作品そ
のもの保存するという 2 つの方向で行われて
きた。しかしながら、インタラクティブアー
トの鑑賞において特徴的な、「作品と鑑賞者と
のインタラクション（相互作用性）」を捉える、
という視点から、展示空間の時間的変化の記
録というものはこれまで試みられてこなかっ
た。 
また、近年 3D スキャナーの低下価格化が進
み、一般にも流通し始めている。これらの 3D
スキャナーは深度センサを用いて被写体とカ
メラとの距離を計算し、被写体を 3D のモデ
ルデータとして記録するものである。一般化
された 3D スキャナーの中には、静物のスキ
ャニングのみならず、人の動作など時間的変
化の取得も可能なものある。 
インタラクティブアート作品の記録に、これ
らの 3D スキャニング技術を取り入れること
によって、「作品と鑑賞者とのインタラクショ
ン（相互作用性）」を捉える新しいアーカイブ
方法になりうる、という可能性を見出したこ
とが、本研究を開始する背景となった。 
 
２．研究の目的 
インタラクティブアート作品では、鑑賞者と
のインタラクション自体が作品内容の一部で
あるが、作品アーカイブとしてインタラクシ
ョンを記録するという視点はこれまでのアー
カイブにはなく、そのような視点から必要と
なる撮影手法の開発を行う実用的研究は今後
のアーカイブ研究分野にとって有用と考えら
れる。 
本研究では 3D スキャナー（深度センサ）を
用いた、新たな撮影システムとその撮影手法
の開発を目指している。表現形態として様々
なバリエーションのあるメディアアート作品
群を、インタラクションの記録という視点か
ら捉え直し、それに応じた撮影システムの開
発を、実際の作品と展示空間を使用しての撮
影実験を繰り返しながら開発を行う。これに
よって、今後の作品アーカイブにおいて共通
の基盤として活用できる様な実践的な手法の
開発を目指した。 
 
３．研究の方法 
研究は次の 3 つの方向から進めた。 
 
・鑑賞行為記録装置の開発（鑑賞者ボーン撮

影システム） 
・作品の 3D スキャニング装置の開発

（TimeBased3D Recording System） 
・3D スキャンデータの閲覧手法の開発
（ TimeBased3D Viewer 、 TimeBased 
Viewer） 
 

それぞれの開発の過程において、実際のメデ

ィアーアート作品を対象にした撮影実験を繰
り返しながら、技術的課題や有用性の検証を
行った。 
鑑賞行為記録装置（鑑賞者ボーン撮影システ
ム）を用いた撮影実験１として、岐阜おおが
きビエンナーレ 2015（岐阜県大垣市、平成 27
年 12 月 19 日～ 23 日）において、八嶋有司
の出品作品である「The Dive-Methods to 
trace a city」を対象にして鑑賞者の撮影実験
を行った。その後、撮影範囲の拡大を目的と
して、複数台の 3D スキャナーでの同時撮影
システムを開発し、撮影実験 2 を平成 29 年 3
月 1 日に名古屋学芸大学（愛知県日進市）に
おいて、三輪眞弘氏作のパフォーマンス作品
「みんなが好きな給食のおまんじゅう —ひと
りの傍観者と６人の当番のために—」を対象に
した撮影実験を行った。 
 
 

図 1 「The Dive-Methods to trace a city」 鑑賞者デ

ータ

 

図 2 鑑賞者ボーン撮影システムスキャン中の画面 

 
作 品 の 3D ス キ ャ ニ ン グ シ ス テ ム
（TimeBased3D Recording System）を用い 
た撮影実験 1 として、平成 28 年の 1 月 23 日
から 24 日に、クワクボリョウタ氏の作品「10
番目の感傷（点・線・面）」を対象に、作品の
撮影実験を行った。その後、新たにタイムス
タンプ機能やカラーでの記録再生機能などを
実装し、大澤悟氏のデバイス作品「Interactive 
Sketch」を題材にした撮影実験 2 を行った。 



 

図 3 「10 番目の感傷（点・線・面）」 スキャン風景 

 

図 4 「10 番目の感傷（点・線・面）」 スキャン中の画

面 

 

3D スキャンデータの閲覧手法の開発につい

ては、時間的整合性を保った再生の実現を念

頭に撮影実験で得られたデータを題材に開発

を進めた。当初は複数のスキャナーで撮影し

た デ ー タ の 同 期 再 生 を 実 現 さ せ

（TimeBased3D Viewer）。その後、更にそれ

を発展させ、3Dデータ以外のビデオ映像デー

タや音声データと動機再生ができる機能を実

装し、撮影実験のデータを用いた閲覧を行え

る様にした（TimeBased Viewer）。 

 

図 5 TimeBased3D Viewer の表示例

（TimeBased3D Recording System の撮影デー

タ） 

 

図 6 TimeBased3D Viewer の表示例（鑑賞者ボー

ン撮影システムの撮影データ） 

 

図 7 TimeBased3D Viewer の表示例（鑑賞者ボー

ン撮影システムの撮影データ） 

 

４．研究成果 
空間的に展開されるインスタレーション作品
や、インタラクティブアート作品における鑑
賞者の空間的な振る舞いを、3Dボーンデータ
として記録するシステム、鑑賞行為記録装置
（鑑賞者ボーン撮影システム）を開発した。 
これによって、鑑賞者をスケルトントラッキ
ングし、時間的にボーンを生成し記録するこ
とが可能になった。 
 
空間的に展開される作品の時間的変化を、時
間軸を持った 3Dデータとして記録する装置、
作品の 3D スキャニングシステム（Time 
Based3D Recording System）を開発した。こ
れによって、作品自身を時系列に連続的に 3D
スキャンし 3D データ化することが可能にな
った。 
 
複数の 3D データを同期再生できる装置、
TimeBased3D Viewer を開発した。またそれ
を更に発展させた TimeBased Viewer を開発
した。これによって、映像、音声、3D データ
を同期再生することが可能になった。 
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